
USER  
第二ペテロとユダの手紙はとても似ています。どんな違いがあるのだろうか

ASSISTANT  
第二ペテロとユダの手紙は、新約聖書の中で非常に似ている部分が多いですが、それぞれに独自
の特徴や違いがあります。以下に主な違いを挙げてみます。

1. 著者と受け手:

第二ペテロは、使徒ペテロが書いたと伝えられています。この手紙は一般的に「ペテ
ロの第二の手紙」と呼ばれ、特定の教会や個人ではなく、広範なキリスト教徒へ向け
て書かれています。
ユダの手紙は、ユダによって書かれたとされており、彼はイエスの兄弟として言及さ
れています。この手紙は特定されていないが、信仰に固執するキリスト教徒たちに宛
てられています。

2. 内容の焦点:

第二ペテロは、偽教師や不道徳な者たちに対する警告、キリストの再臨に関する教
え、そして信者たちへの信仰の成長と堅固さを促す内容が含まれています。
ユダの手紙は、不道徳な者たちと偽教師に対する厳しい警告に焦点を当てており、信
仰を守るための戦いを強調しています。

3. スタイルとトーン :

第二ペテロは、教理的な内容が多く、比較的学術的なトーンで書かれています。
ユダの手紙は、より情熱的で、直接的なトーンが特徴です。

4. 文学的特徴:

第二ペテロは、古典的なギリシャ文学の影響が見られ、複雑な文体や比喩が使われて
います。
ユダの手紙は、より簡潔で、直接的な表現が特徴で、古いユダヤの伝承に言及するこ
とが多いです。

これらの違いは、各手紙の独自の文脈と目的を反映していますが、両者は早期キリスト教会にお
ける信仰と行動の基準を確立する上で重要な役割を果たしています。

USER  
特徴のあるキーワードの違いはありますか

ASSISTANT  

第二ペテロとユダの手紙の間には、いくつかの特徴的なキーワードの違いがあります。これらの
違いは、各手紙のテーマや焦点を反映しています。

第二ペテロのキーワード:  

1. 知識（ギリシャ語：γνῶσις, gnosis）: 第二ペテロは、知識という概念に重きを置いてお
り、真理への深い理解と信仰の成長を強調しています。

2. 忍耐（ギリシャ語：μακροθυμία, makrothumia）: キリストの再臨の待ち望みと、神の約
束の成就に向けた信者の忍耐が強調されています。

3. 偽教師（ギリシャ語：ψευδοδιδάσκαλος, pseudodidaskalos）: この手紙では、偽教師に
対する警告が特に強調されています。

4. 成長（ギリシャ語：αὔξησις, auxesis）: 信仰の成長と徳の増進がキーテーマです。

ユダの手紙のキーワード:  

1. 不道徳（ギリシャ語：ἀσέλγεια, aselgeia）: ユダの手紙は、不道徳な行動を取る者たちへ
の厳しい警告が特徴です。

2. 記憶（ギリシャ語：μνήμη, mneme）: 信者たちに過去の出来事を思い出し、教訓を得るよ
う促しています。

3. 偽兄弟（ギリシャ語：ψευδάδελφος, pseudadelphos）: 教会内の偽りの信者や秘密裏に
侵入した者たちに対する言及があります。

4. 戦い（ギリシャ語：ἀγών, agon）: 真の信仰を守るための闘いが強調されています。

これらのキーワードは、各手紙が対処しようとしている特定の問題や信仰上の課題を反映してい
ます。第二ペテロは、より教育的で成長を促すトーンを持ち、ユダの手紙は、教会に対する直接
的な脅威に対処し、それに対する緊急性を強調しています。

USER  
記憶は、どちらにもありますよね

ASSISTANT  
はい、確かに「記憶」（ギリシャ語で「μνήμη」、mneme）というテーマは、第二ペテロとユダ
の手紙の両方に共通しています。これは、早期キリスト教会において重要な概念であり、信仰の
継続と正統性を維持するために重要な役割を果たしていました。

第二ペテロでは、ペテロは信者たちに、彼らが教えられた真理を忘れずにいること、特に主
イエス・キリストの教えや預言、使徒たちの言葉を思い出すよう勧めています。これは、信
者たちが偽教師の誤った教えに惑わされないようにするためです。



ユダの手紙では、ユダは信者たちに、過去の不信仰な人々の運命を思い出すように促してい
ます。この記憶を通じて、彼は教会内の不道徳な人々と偽教師の行動に対する警告を強調し
ています。

これらの手紙は、信者たちに対して、過去の出来事や教えを忘れずに記憶し、それに基づいて現
在と未来を導くよう促しています。これは、信仰を守り、誤った教えから遠ざかるための重要な
手段とされています。

USER  
第二ペテロが言う真理とは何ですか

ASSISTANT  
第二ペテロにおける「真理」の概念は、新約聖書の中で非常に重要な位置を占めます。この文脈
での「真理」とは、主に以下の点を指しています：

1. イエス・キリストの教えと福音:

第二ペテロでは、イエス・キリストの生涯、教え、死、復活、そして再臨に関する福
音のメッセージが真理として強調されています。これはキリスト教の基本的な教義で
あり、信仰の根底を形成しています。

2. 使徒たちの証言と教え:

ペテロは使徒の一人として、イエス・キリストの直接の証人であり、その経験と教え
を伝えることで、初期教会の信仰と教義の基盤を築いています。第二ペテロでは、使
徒たちの証言が神からの真理であるとされ、重要性が強調されています。

3. 旧約聖書の預言:

第二ペテロでは、旧約聖書の預言がイエス・キリストの来臨を予告しているとされ、
これらの預言が真理の一部と見なされています。これらの預言がキリストの生涯と使
命を確認するものとして扱われています。

4. 道徳的、倫理的生活:

真理はまた、キリスト教徒が従うべき道徳的および倫理的な生活の標準として理解さ
れています。ペテロは信者たちに対し、神の意志に従い、偽教師や誤った教えに惑わ
されない生活を送ることを勧めています。

これらの要素は、第二ペテロにおける「真理」の理解を形成し、初期キリスト教会における信仰
と行動の基準を確立するために重要でした。この手紙は、信者たちに対して、この真理を保ち、
成長させることを強く促しています。

USER  

ふたつの手紙が取り扱う問題をひと言で表すのは難しいとは思うのですが、第二ペテロは偽り、
ユダは背教ですか？

ASSISTANT  
第二ペテロとユダの手紙が取り扱う主要な問題を一言で表現するとすれば、あなたの提案された
「偽り」（第二ペテロ）と「背教」（ユダ）は非常に適切な表現です。これらの言葉は、それぞ
れの手紙が対処している中心的なテーマを簡潔に捉えています。

1. 第二ペテロ - 偽り:

第二ペテロでは、偽教師や偽りの教えに対する警告が強調されています。この手紙
は、信者たちに対して、真実とされる教え（特にイエス・キリストの教えや使徒たち
の伝える福音）を保持し、偽りの教えに惑わされないように呼びかけています。ここ
での「偽り」とは、真理からの逸脱、誤った教義、または信仰を歪める試みを指して
います。

2. ユダの手紙 - 背教:

ユダの手紙では、教会内に潜む不道徳な者たちや、信仰から背いた者たちへの警告が
中心テーマです。ユダは、信者たちに対して、初期キリスト教会の教えに忠実である
こと、そして不道徳や教会の教義からの逸脱に対抗するように促しています。ここで
の「背教」は、信仰を捨てる行為や、教会の基本的な教義からの逸脱を意味します。

これらの手紙は、異なる側面から教会の課題に取り組んでおり、早期キリスト教会における信仰
の純粋さと正統性を守るための指針を提供しています。

USER  
マタイ4章にある悪魔の試みを思い出しました。4:5-7の神の子なら身を投げよ、この誘惑は第二
ペテロ、4:8-10の私を拝むなら、この誘惑はユダを連想しました。

ASSISTANT  
あなたの観察は興味深いです。マタイ福音書4章5-7節と8-10節に記述されている悪魔によるイエ
ス・キリストの誘惑は、実際に第二ペテロとユダの手紙が扱うテーマと関連付けることができま
す。

1. マタイ4章5-7節 - 第二ペテロとの関連:

この部分では、悪魔はイエスに対して、神の子であるならば自分を高いところから投
げ下ろして、神の助けを試すよう挑発します。これは、第二ペテロで扱われる「偽
り」や偽教師の問題と関連があります。偽教師は、しばしば真理を曲げて自己の目的
のために利用し、信者たちを試練に陥れる可能性があります。神の言葉を誤って解釈
したり、誤用することは、偽りの教えの一例と言えます。

2. マタイ4章8-10節 - ユダとの関連:



この箇所で、悪魔はイエスに世界のすべての国とその栄光を見せ、それらをイエスに
与える代わりに悪魔を拝むよう求めます。この誘惑は、ユダの手紙で強調される「背
教」のテーマに関連しています。信仰から逸脱し、世俗的な欲望や権力、富を追求す
ることは、背教の形態と見なすことができます。ユダは、教会内でこのような不道徳
や信仰からの逸脱を厳しく非難しています。

このように、イエス・キリストの誘惑の物語は、新約聖書全体にわたるテーマや問題点と深く関
連していることがわかります。第二ペテロとユダの手紙は、これらの誘惑に直面し、それに抗す
る信仰の重要性を強調しています。


